
件 数
総 数 入 院 入 院 外 総 数 入 院 入 院 外

件 件 件 ％ ％ ％

総 数 1,989,042 141,059 1,847,983 100.0 100.0 100.0

精 神 ・ 行 動 の 障 害 137,192 47,957 89,235 6.9 34.0 4.8

神 経 系 の 疾 患 77,225 6,933 70,292 3.9 4.9 3.8

循 環 器 系 の 疾 患 437,684 21,716 415,968 22.0 15.4 22.5

呼 吸 器 系 の 疾 患 157,054 7,984 149,070 7.9 5.7 8.1

消 化 器 系 の 疾 患 119,956 7,730 112,226 6.0 5.5 6.1

筋骨格系及び結合組織の疾患 247,069 5,564 241,505 12.4 3.9 13.1

そ の 他 812,862 43,175 769,687 40.9 30.6 41.7

 

１．入院－入院外・傷病分類別一般診療件数の状況

　一般診療件数の傷病分類別構成割合は、総数では、循環器系の疾患が22.0％とその他以外では最

も多く、次いで筋骨格系及び結合組織の疾患12.4％、呼吸器系の疾患7.9％、精神・行動の障害

6.9%と続いている。

　入院－入院外別にみると、入院では精神・行動の障害が34.0％と多くなっているが、入院外では

循環器系の疾患が22.5%とその他以外では最も多い。

表１　入院－入院外・傷病分類別一般診療件数

構 成 割 合

図１　入院-入院外・傷病分類別一般診療件数の構成割合



２．入院－入院外・年齢階級・傷病分類別一般診療件数の状況

　一般診療件数の傷病分類別構成割合を年齢階級別にみると、0～14歳では呼吸器系の疾患が

40.6％と半数近くとなっている。15～34歳及び35～54歳では精神・行動の障害がそれぞれ

15.7％、12.6％となっている。循環器系の疾患は加齢とともに多くなり、65歳以上においては

29.0％となっている。

　入院－入院外別にみると、入院では、15歳以上において精神・行動の障害が多く、特に15～

34歳では59.8％、35～54歳では57.6％といずれも６割近くなっている。

　入院外では、呼吸器系の疾患が0～14歳で40.8％と半数近くであるが、加齢とともに少なく

なっている。一方循環器系の疾患は加齢とともに多くなり、65歳以上では29.9％となってい

る。

図２－１　　年齢階級・傷病分類別一般診療件数の構成割合（総数）



図２－３　　年齢階級・傷病分類別一般診療件数の構成割合（入院外）

図２－２　　年齢階級・傷病分類別一般診療件数の構成割合（入院）



３．傷病分類・入院期間―診療期間別一般診療件数の状況

　一般診療件数（入院）の入院期間別構成割合は、総数では３か月未満が56.0％であり、５年

以上が16.7％となっている。傷病分類別にみると、精神・行動の障害では５年以上が42.1％と

５割近く、神経系の疾患においても５年以上が12.8％である。また、精神・行動の障害、神経

系の疾患以外の疾患においては、３か月未満が過半数となっている。

　一般診療件数（入院外）の診療期間別構成割合を傷病分類別にみると、循環器系の疾患にお

いて３年以上が61.2％と過半数となっている。

図３－１　傷病分類・入院期間別一般診療件数の構成割合（入院）



図３－２　傷病分類・診療期間別一般診療件数の構成割合（入院外）



４．入院期間―診療期間・傷病分類別一般診療件数の状況

　一般診療件数（入院）の傷病分類別構成割合を入院期間別にみると、入院期間が長くなる

ほど精神・行動の障害の割合が高くなる傾向にあり、５年以上では85.8％となっている。

　一般診療件数（入院外）の傷病分類別構成割合を診療期間別にみると、診療期間が長くな

るほど循環器系の疾患の割合が高くなり、１か月未満をみると、呼吸器系の疾患が最も多く

なっている。

図４－１　入院期間・傷病分類別一般診療件数の構成割合（入院）



図４－２　診療期間・傷病分類別一般診療件数の構成割合（入院外）



５．入院－入院外・病院－診療所・傷病分類別一般診療件数の状況

　一般診療件数を病院－診療所別にみると、総数では、病院が 40.1％、診療所が59.9％とや
や診療所が多い。
　これを入院－入院外別にそれぞれ病院－診療所別にみると、入院では病院が97.9％を占め
ている。入院のうち、病院における傷病分類別構成割合は精神・行動の障害が34.6％となっ
ており、診療所では循環器系の疾患が24.4％となっている。
　また入院外では病院が35.6％、診療所が64.4％となっており、傷病分類別構成割合は循環
器系の疾患が病院で22.0％、診療所で22.8％となっており、ともにその他以外では最も多
い。

図５－１　病院－診療所別一般診療件数の構成割合（総数）

図５－２　病院－診療所・傷病分類別一般診療件数の構成割合（入院）
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図５－３　病院－診療所・傷病分類別一般診療件数の構成割合（入院外）
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６．入院－入院外・疾病別件数、日数及び決定点数の状況

　（１）入院

件数 日数 決定点数
日数割合
（％）

決定点数
割合（％）

総 数 141,059 2,920,136 6,827,147,221 100.0 100.0
感染症・寄生虫症 2,059 28,719 99,202,923 1.0 1.5
新生物 11,887 165,568 748,807,006 5.7 11.0
血液・造血器の疾患 591 8,502 33,407,266 0.3 0.5
内分泌・栄養・代謝疾患 6,377 103,682 264,949,024 3.6 3.9
精神・行動の障害 47,957 1,350,411 1,814,168,333 46.2 26.6
神経系の疾患 6,933 164,691 307,177,136 5.6 4.5
眼及び付属器の疾患 1,521 7,681 50,989,342 0.3 0.7
耳及び乳様突起の疾患 363 2,668 10,125,923 0.1 0.1
循環器系の疾患 21,716 411,136 1,386,428,680 14.1 20.3
呼吸器系の疾患 7,984 128,565 385,359,375 4.4 5.6
消化器系の疾患 7,730 94,674 342,297,668 3.2 5.0
皮膚・皮下組織の疾患 1,169 20,001 54,735,562 0.7 0.8
筋骨格系・結合組織の疾患 5,564 94,904 329,964,178 3.2 4.8
尿路性器系の疾患 3,991 56,500 192,923,763 1.9 2.8
妊娠分娩産褥 195 1,531 6,593,501 0.1 0.1
周産期に発生した病態 120 986 5,350,471 0.0 0.1
先天奇形・変形・染色体異常 156 2,037 9,349,672 0.1 0.1
所見で他に分類されないもの 1,669 28,221 67,527,673 1.0 1.0
損傷及び中毒 9,220 163,012 536,089,763 5.6 7.9
不詳 3,857 86,647 181,699,962 3.0 2.7

注：一般診療分のレセ電仕様明細書データのうち、傷病名（ＳＹ）レコードに格納されている
　　主傷病の傷病名コードが未コードであった場合は、不詳として表章している。

　全入院日数に対する疾病別入院日数の構成割合は、精神・行動の障害が46.2％と最も多く、次いで

循環器系の疾患が14.1％となっている。

　全決定点数に対する、疾病別決定点数の構成割合も精神・行動の障害が26.6％と最も多く、次いで

循環器系の疾患が20.3％となっている。

図６－１　疾病別入院日数割合と決定点数割合（入院）

表６－１　疾病別件数、日数及び決定点数（入院）



（２）入院外

件数 日数 決定点数
日数割合
（％）

決定点数
割合（％）

総 数 1,847,983 3,698,466 3,250,772,864 100.0 100.0
感染症・寄生虫症 48,663 90,576 109,277,118 2.4 3.4
新生物 65,627 118,441 347,141,815 3.2 10.7
血液・造血器の疾患 6,586 11,293 20,895,302 0.3 0.6
内分泌・栄養・代謝疾患 213,093 386,908 427,775,799 10.5 13.2
精神・行動の障害 89,235 161,457 125,669,352 4.4 3.9
神経系の疾患 70,292 143,637 130,607,631 3.9 4.0
眼及び付属器の疾患 137,288 178,710 155,889,131 4.8 4.8
耳及び乳様突起の疾患 23,366 45,862 23,615,027 1.2 0.7
循環器系の疾患 415,968 782,109 701,685,231 21.1 21.6
呼吸器系の疾患 149,070 261,965 219,133,170 7.1 6.7
消化器系の疾患 112,226 227,694 182,015,928 6.2 5.6
皮膚・皮下組織の疾患 84,765 131,033 71,924,641 3.5 2.2
筋骨格系・結合組織の疾患 241,505 783,259 393,450,262 21.2 12.1
尿路性器系の疾患 53,260 90,955 117,273,719 2.5 3.6
妊娠分娩産褥 835 1,372 846,935 0.0 0.0
周産期に発生した病態 528 824 796,605 0.0 0.0
先天奇形・変形・染色体異常 2,958 4,741 4,771,225 0.1 0.1
所見で他に分類されないもの 30,248 50,875 51,382,278 1.4 1.6
損傷及び中毒 47,614 109,162 77,790,715 3.0 2.4
不詳 54,856 117,593 88,830,980 3.2 2.7

注：一般診療分のレセ電仕様明細書データのうち、傷病名（ＳＹ）レコードに格納されている
　　主傷病の傷病名コードが未コードであった場合は、不詳として表章している。

　全入院外診療日数に対する、疾病別診療日数の構成割合は、多い順に筋骨格系・結合組織の疾患が

21.2％、循環器系の疾患が21.1％、内分泌・栄養・代謝疾患が10.5％となっている。

　全決定点数に対する疾病別決定点数の構成割合は、多い順に循環器系の疾患が21.6％、内分泌・栄

養・代謝疾患が13.2％、筋骨格系・結合組織の疾患が12.1％となっている。

図６－２　疾病別診療日数割合と決定点数割合（入院外）

表６－２　疾病別件数、日数及び決定点数（入院外）



７．入院－入院外・都道府県－指定都市－中核市別１件当たり日数と１件当たり決定点数の状況

注：都道府県の数値は、指定都市・中核市分を含まない。



注：都道府県の数値は、指定都市・中核市分を含まない。



１．調剤行為の状況

処方せん発行医療機関

調剤行為 総数 病院 診療所 歯科診療所

1件当たりの点数

総 数 1,685.5 2,397.3 1,328.4 248.9

調 剤 技 術 料 316.8 320.4 316.8 118.4

薬 学 管 理 料 62.9 61.4 63.8 57.9

薬 剤 料 1,301.0 2,006.9 945.1 72.6

特定保健医療材料料 3.8 7.1 2.1 -

受付１回当たりの点数

総 数 1,163.0 1,773.4 884.7 197.3

調 剤 技 術 料 218.6 237.0 211.0 93.8

薬 学 管 理 料 43.4 45.4 42.5 45.9

薬 剤 料 897.7 1,484.6 629.4 57.5

特定保健医療材料料 2.6 5.3 1.4 -

1件当たりの点数受付回数

1.45 1.35 1.50 1.26

処方せん発行医療機関

調剤行為 総数 病院 診療所 歯科診療所

点数

総 数 2,293,004,935 1,108,819,686 1,182,200,398 1,984,851

調 剤 技 術 料 431,042,737 148,196,538 281,902,164 944,035

薬 学 管 理 料 85,618,081 28,404,347 56,752,342 461,392

薬 剤 料 1,769,878,478 928,267,772 841,032,053 578,652

特定保健医療材料料 5,189,314 3,294,729 1,894,585 -

件 数 1,360,430 462,537 889,918 7,975

受 付 回 数 1,971,664 625,263 1,336,339 10,062

表１　処方せん発行医療機関別にみた１件当たり点数・受付１回当たり点数・１件当たり受付回数

表２　処方せん発行医療機関別にみた点数・件数・受付回数

　１件当たり点数は1,685.5点、処方せんの受付１回当たり点数は1,163.0点となっている。

　調剤行為別にみると「薬剤料」1,301.0点が最も高く、次いで「調剤技術料」316.8点、「薬学管理料」

62.9点となっている。

　処方せん発行医療機関別にみると、１件当たり点数は「病院」2,397.3点、「診療所」1,328.4点、「歯科

診療所」248.9点、受付１回当たり点数は「病院」1,773.4点、「診療所」884.7点、「歯科診療所」197.3点

となっており、いずれも「病院」が高くなっている。


